
漢
文
学
会
々
報
総
目
次
(
一

J
四
十
九
号
〉

第
一
号
(
一
九
三
三
年
一
二
月
〉

道
を
論
じ
て
孫
中
山
に
及
ぶ
・•••••••••••••••••••• 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
小
柳
可
気
太

学
:
:
:
-
J
J
・-
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
J
J
・
-
:
:
:
:
:
:
高
田
真
治

審
物
の
話
J

J

・-
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
諸
橋
轍
次

伯
夷
叔
斉
の
我
国
体
士
風
に
及
ぼ
せ
る
影
響
・
-
-
-
-
-
-
e

・
・
・
・
中
山
久
四
郎

漢
文
教
育
に
関
す
る
諮
問
題
・

:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
・
:
内
野
台
嶺

読
注
疏
「
本
」
字
考
:
:
-
J
J
・-
:
-
J
J
・
-
:
:
:
・
:
:
寺
田
芯
三

竹
書
紀
年
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
J
J
・
-
原
富
男

論
原
始
儒
教
之
社
会
務
導
概
念
推
移
:
・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
小
林
信
明

伏
畿
の
画
卦
説
に
就
い
て
・
:
-
J
J
・-
-
J
J
・
-
:
:
:
:
:
小
島
政
雄

第
二
号
(
一
九
三
四
年
二
月
)

古

代

儒

家

の

法

律

観

:

:

・

:

:

:

有

高

巌

師
道
に
就
き
て
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
山

口

察

常

儒
教
に
於
け
る
礼
の
地
位
:
:
:
:
:
J
J
・-
:
-
j
i
-
-
:
内

野

台

嶺

席
・
重
席
・
加
席
問
題
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
寺
田
克
三

易
字
孜
:
:
:
:
・
:
:
:
:
-
J
J
・-
:
:
:
:
j
i
-
-
:
・
:
:
小
島
政
雄

我
国
律
令
に
及
ぼ
し
た
る
支
那
文
化
の
影
響
・•••••••••• 

・
市
川
本
太
郎

楚
辞
遠
遊
館
刷
作
成
年
代
考
:
:
:
・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
上
島
一
夫

妻
嫁
伝
説
臆
断
:
:
:
-
i
・e
・
-
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
・
渡
辺
末
吾

戴
東
原
の
哲
学
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
:
:
・
・
・
・
・
・
・•••••••••••••••••••• 

・
・
小
沢
文
四
郎

荷
子
を
中
心
と
し
て
見
た
る
象
刑
論
:
:
:
:
:
:
:
:
:
・
:
竹
倉
二
郎

詞
藻
欄
:
:
・
・
:
・

一一 /又 Ji  lZ1ヨ 江主ヨ 三三 一♂
プて ロエヨ ニニ iヨ二 c)  ノX 三三 フ守 一一

第
三
号
(
一
九
三
五
年
三
月
)

元
の
韻
の
構
造
:
:
J
J
・-
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
J
J
・
-
:
大
島
正
健

古
典
教
育
の
制
値
と
方
法
;
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
石

山

筒

平

一
一
一
年
喪
の
服
喪
期
間
に
就
い
て
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
・
竹
倉
二
郎

卦
気
説
に
就
い
て
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
小
沢
文
四
郎

朱
子
の
孝
経
刊
誤
に
就
い
て
:
:
:
:
:
・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
三
井
宇
一
郎

議
魚
の
犠
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
原
富
男

漢

文

指

導

授

業

に

就

い

て

・

:

:

:

:

:

田

波

又

男

/'、 ーヒ ヱ三乙 区司 臣主ヨ - 一一
ノ九 七二 -[三 プミご 二二二 ノス ニ二 一一

第
四
号
(
一
九
三
六
年
三
月
)

経
学
研
究
叢
話
:
・
:
:
:
・
:
・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
諸
橋

支
部
古
代
哲
学
の
一
つ
の
見
方
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
飯
島

尚
喜
大
警
篇
考
・..••••.• 

若
子
の
礼
説
・••. 

朱
子
に
於
け
る
性
説
に
つ
い
て

漢
代
辞
表
小
論
・
.

杉同市
本阪 )11
本

重猛太信忠轍
雄雄郎明夫次

一O
八
一一一一九

一
五
八

ペコプてヨ三三三一一
→三互玉ヨ三くこコゴしヨ三ーー

( 161 ) 
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清
朝
公
羊
学
に
就
て
ニ
題
:
:
・
:
:
:
:
:
・
:
:
:
:
:
:
:
福
家

覚
韻
の
源
流
に
就
て
J
J
・
-
j
i
-
-
:
・
:
松
村

利
行弘

第
五
号
ハ
一
九
三
七
年
一
二
月
〉

五
紀
考
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
-
J
J
・
-
:
:
:
j
i
-
-
:
内
野
台
嶺

六
笠
詩
考
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
-
J
J
・
-
:
渡
辺
末
吾

新
周
故
宋
王
魯
説
に
就
い
て
:
:
:
:
:
:
:
-
J
J
・
-
:
:
・
鎌
田
正

漢
文
訓
説
法
批
判
:
:
:
:
:
・
・
:
:
:
・
:
・
:
:
:
:
:
:
・
高
木
乞

嘗
試
期
の
中
国
新
詩
壇
・
:
:
:
j
i
-
-
-
J
J
・
-
:
:
:
:
:
倉
田
貞
美

名
服
に
つ
い
て
ハ
服
術
論
)
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
・
:
:
:
下
山
田
光
平

春
秋
左
氏
作
者
私
考
・.•••.••.••.••••••••••••••••••. 

・
・
・
・
・
・
・
・
米
山
寅
太
郎

諸
橋
教
授
御
訴
審
始
御
進
講
紀
念
祝
賀
会
記
録
・
.

第
六
号
(
一
九
三
七
年
一
一
月
)

先
秦
諸
子
の
非
儒
教
諭
・
:
:
-
J
J
・
-
:
J
J
・
-
:
:
:
・
:
諸
橋
轍
次

話
本
の
入
話
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
:
・
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
・
:
竹
回
復

泰
代
経
書
学
に
於
け
る
儒
家
の
傾
向
j
e
-
-
・
:
:
:
:
:
:
:
内
野
熊
一
郎

頼
山
陽
を
想
ふ
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
石
島
快
隆

数
燥
本
郭
象
注
荘
子
残
巻
十
二
種
に
就
い
て
:
:
:
:
:
:
寺
岡
龍
合

繋
辞
伝
「
象
・
辞
」
考
:
-
-
J
J
・
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
上
原
好
一

離
騒
撃
均
私
考
:
・
:
・
:
・
:
:
:
・
:
:
・
・
:
:
・
・
:
土
肥
輝
雄

第
七
号
穆
堂
島
田
鈎
一
先
生
追
悼
号
(
一
九
三
八
年
三
月
〉

島
問
先
生
御
肖
像

島
田
先
生
墨
讃

島
田
先
生
略
歴

追
悼
号
発
刊
之
辞

弔
辞
・
:
:
:
-
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
:
j
a
-
-
:
j
i
-
-
:
諸
橋
轍
次

弔
辞
:
:
:
:
:
:
:
:
・
:
j
i
-
-
:
:
j
e
-
-
:
:
:
:
:
:
・
内
野
熊
一
郎

魯
詩
孜
:
j
i
-
-
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
島
田
鈎
一

陸
象
山
の
学
統
・
E
-
-
-
-
-
-
-
-
-
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 ・
・
・
・
内
藤
自
己
男

五
典
考
:
J
J
・
-
;
:
:
:
:
:
:
:
・
:
:
:
・
松
下
忠

永

関

戸

韻

説

:

:

j

i

-

-

:

:

:

:

:

:

:

:

煉

昌

島

田

先

生

の

思

出

-

-

J

J

・

-

j

i

-

-

:

台

嶺

島

田

先

生

を

偲

び

奉

る

・

:

又

男

一言吾川一-fL ぺコヨ三 = 二二一叫
く:J ./六、ヨ三ゴU 区ヨ 寸三→コ」ー

-
内
野
田
波

第
八
号
ハ
一
九
三
八
年
一
一
月
)

六
宗
考
:
:
:
:
:
'
J
J
・
-
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
-
:
:
内
野
台
嶺

清
以
文
字
獄
楼
を
読
む
・••••••••••••••••••.••••••.••.• 

・
・
・
・
・
小
沢
文
四
郎

朱
子
に
於
け
る
太
極
と
陽
気
の
関
係
-
-
j
i
-
-
-
J
J
・
-
坂
榔
童
麟

新
注
の
伝
来
と
其
の
前
後
・•.••.••.•••••••.•••••••••••••• 

-

E

尾
関
富
太
郎

之
八
に
つ
い
て
:
・
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
田
口
聖
一

文

苑不
協
緯
行
・
:
:
:
・
・
・
:
・
:
・
:
:
:
:
止
軒
諾
橋
轍

西
征
詩
草
:
:
:
:
:
-
J
J
・
-
・
:
:
:
:
:
・
節
山
塩
谷
混

四一四
九

六
回八一一一九一一一一一

第
九
号
(
一
九
三
九
年
三
月
)

論

説

アL ./六、 プて 豆主主 二二
〈コ /¥. プて /¥. 才」 ー-;;tL /¥ 
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祭
柁
の
儀
典
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
-
J
J
・-
:
:
j
i
-
-
:
排
出
橋

天
間
成
番
考
・.•••••••.••••••••••••••••••••••••••••••• 

‘・・・・・・上鳥

山
家
詩
源
流
私
考
・•..•••••••••••.•••.•••••••.•..•••••••••• 

・
吉
田

輩
仲
倍
陰
陽
説
に
就
き
て
・•••.•••••••••••••••••••••••••• 

・
・
佐
川

文

苑

紀
瀞
録
二
:
:
:
-
J
J
・-
-
:
:
-
J
J
・-:::・
j
i
-
-
:
小
野
機
太
郎

儀
徴
劉
孟
路
年
譜
自
序
・••••••••.••••.•••••••••••••••• 

・
・
・
・
・
小
沢
文
四
郎

犠
徴
劉
孟
路
年
譜
政
・.•••••••••••.•• 

‘，.‘ ••• 

‘
 

•• 

‘‘
 •• 

‘・・・・・・・・問

贈
斉
白
石
翁
有
序
・•••••••••• 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
e
 .
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 
・同

旅
准
有
感
有
序
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
向

元一轍
修定夫次

第
一

O
号
(
一
九
三
九
年
一
二
月
〉

論

説

給
祭
考
・
:
:
:
:
:
:
-
J
J
・-
:
:
:
j
i
-
-
;
:
:
:
:
内

野

台

嶺

三
論
小
考
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
・j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
・
佐
田
弘
道

公
羊
と
の
比
較
に
於
け
る
穀
梁
の
特
質
の
一
側
面
:
:
:
富
山
昇

周
易
本
義
成
書
年
次
試
論
:
j
i
-
-
-
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
林

宇

三

郎

「
謎
」
:
-
-
J
J
・

-

:

・

:

・

:

石

山

興

武

随

筆

変

了

:
γ
九

↑

日

]

寸
、

/

1

7

就
職
有
感
}

海
辺
夜
泊
)

-
:
;
:
王

↑コ-I
 

:
:
・
阪
奈
煉
昌 魯

一一五一一一一一喜一

第
一
一
号
(
一
九
四
一
年
二
月
)

序
に
代
へ
て
:
;

頼

山

陽

を

想

ふ

〈

承

前

)

:

:

快

径

「

大

極

生

雨

畿

」

に

就

い

て

・

重

治

犯
挟
の
「
道
」
に
就
い
て
j
i
-
-
:
-
i
・e
・-
:
:
j
i
-
-
:
裏

養

一

郎

我
が
留
に
於
け
る
易
思
想
の
発
展
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
鈴

木

睦

雄

詩

家

の

四

始

説

に

就

い

て

・

渡

辺

弘

一

郎

-・・・石島

ペニ 寸コ ー仁三 寸二三 寸コ
フ勺プてヨ三位認 位認

第
一
ニ
号
(
一
九
回
二
年
六
月
〉

勝
文
概
説
(
講
義
速
記
)
・
・
:
・
・
:
・
:
鈴
木

命

数

考

:
j
j
i
-
-
-
J
J
・

-
-
j
i
-
-
:
・
:
内
野

爵
雅
研
究
に
関
す
る
覚
書
二
三

-
-
j
i
-
-
:
:
岩

佐

漢
代
に
於
け
る
老
子
年
代
観
・••.••••••••..•••.••• 

・・・・・・・・・高橋

プて 区豆三三一一
くコ フ勺 o 白玉ヨ 一一

/司、

第
一
三
号
〈
一
九
五

O
年
一
一
月
)

復
刊
の
辞
J

J
・
-
:
:

経
学
の
成
立
に
就
い
て
:

榊
原
佐
一
七
一
洲
著
「
大
明
律
例
諺
解
」
と
「
明
律
訳
解
」

に
つ
い
て
侶
説
を
是
正
す
る
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
・
松
下

許
行
の
学
説
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
:
j
J
J
・
-
:
:
:
;
:
・
:
藤
川

法
の
構
造
に
見
え
る
韓
非
の
思
惟
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
:
緒
形

「
略
韻
;
二
戸
母
の
特
色
に
就
い
て

:
:
:
:
:
:
-
J
J
・--坂井

麿
代
小
説
椀
毅
伝
の
社
会
背
景
よ
り
の
考
察
:
:
:
:
:
:
内
山

鎌竹
田 i琵

/'-
ぺ三

一日一一ニ一ハ五一

俊貫台虎
英三嶺雄

知健!揚正
也一夫数忠

七
ニ

九一一一
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第
一
回
号
(
一
九
五
三
年
六
月
〉

記
念
号
刊
行
の
辞
:
:
:
:
j
i
-
-
:
-
e
i
-
-
j
a
-
-
J
J
・
-
内
野
熊
一
郎

諮
戸
文
字
-
論
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
河

野

六

部

祇
南
海
と
李
白
-
-
J
J
・-
J
a
i
-
-
:
:
-
J
J
・
-
:
:
:
・
松
下
忠

実
帝
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
・j
i
-
-
:
今
井
宇
三
郎

史
記
に
見
え
る
黄
帝
の
問
題
:
:
:
・
:
:
:
:
:
j
i
-
-
-
:
:
安

居

呑

山

1

1
特
に
司
馬
遂
の
資
情
の
取
扱
い
方
を
中
心
と
し
て

i
l

粋
替
に
於
け
る
貰
帝
に
つ
い
て
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
中

村

理

人

僧
中
巌
の
道
物
論
・
，••••••••••••••••••••• 

，
 

•••••••••••••••• 

，
・
古
沢
未
知
男

告
子
考
:
・
:
:
:
:
:
J
J
・
-
:
:
:
:
・
:
:
:
:
:
:
裏
善
一
郎

漢
文
法
の
研
究
方
法
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
:
J
J
・
-
:
:
・
:
牛
島
徳
次

短
錦
鏡
歌
と
横
吹
出
:
J
J
・-
:
:
:
:
-
J
J
・
-
:
:
:
:
:
鈴
木
修
次

儒
林
外
史
に
お
け
る
調
刺
の
基
底
を
な
せ
る
も
の
:
:
:
飯
田
吉
郎

新
編
史
記
放
兵
巻
一
百
三
十
大
史
八
ム
自
底
的
七
十
:
・
:
:
:
水
沢
利
忠

第
一
五
号
〈
一
九
五
四
年
六
月
〉

発
刊
の
辞
・
:
:
:
:
:
:
-
J
J
・

-

:

:

:

・

:

中

西

道
家
の
無
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
・
:
;
:
小
林

劉
向
に
於
け
る
古
文
学
的
性
格
に
つ
い
て
J

J

・
-
:
:
鎌
田

源
氏
物
語
に
於
け
る

引
用
漢
詩
文
の
典
拠
に
関
す
る
一
試
論
:
:
:
:
・
:
古
沢
未
知
男

慎
到
‘
斡
非
の
法
思
想
の
差
異
に
就
い
て
・
:
:
:
:
:
:
:
緒
形
暢
夫

対
句
中
に
於
け
る
一
訟
の
情
緒
的
側
値
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
・
谷
川
英
郎

信
正明清

一一八五

第
一
六
号
ハ
一
九
五
五
年
六
月
)

大
念
仏
寺
本
紗
写
毛
詩
伝
私
孜
:
-
J
J
・
-
:
:
:
J
J
・
-
内
野
熊
一
郎

南
社
文
学
と
「
詩
界
革
命
」

:
:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
・
;
:
倉
田
貞
美

木
門
の
唐
現
詩
鼓
吹
論
:
:
-
J
J
・-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
:
松

下

忠

本
無
品
一
誌
の
源
流
:
:
:
:
:
:
:
:
・
:
j
i
-
-
-
:
-
J
J
・
-
:
今
井
宇
三
郎

「

翠

論

」

と

伝

統

思

想

・

佐

川

修

一九
二
回

一一九一一一一一一毛阻ニ四
七

第
一
七
号
(
一
九
五
七
年
六
月
)

枕
草
子
と
漢
詩
文
・
・
・••••••••••••••• 

，
 

••••••••••••.• 

・・・・・・・・・中西

史
記
の
小
説
的
な
側
面
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
前
野

産
代
〈
貞
観
期
)
服
紀
改
制
に
お
け
る
一
芸
万
動
向
:
・
藤
川

日
本
文
学
に
読
み
と
ら
れ
た

論
語
経
本
・
注
解
の
系
統
考
察
の
数
例
:
・
:
:
:
:
新
美

監
散
と
い
う
民
間
歌
謡
に
つ
い
て
:
:
:
:
・
:
:
:
:
:
:
:
鈴
木

正直
数彬清

修保
次秀

寸二一一

第
一
八
号
(
一
九
五
九
年
六
月
〉

書
道
博
物
館
所
蔵
段
段
ト
辞
「
貞
人
」
の
研
究
:
・
:
:
:
青
木
木
蒐
哉

六
割
引
宮
体
の
詩
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
:
:
:
J
J
・
-
-
:
:
:
田
部
井
文
雄

王
弼
繋
辞
伝
註
の
存
否
に
つ
い
て
:
:
・
j
i
-
-
-
:
:
:
:
:
藤

原

高

男

l
i蛾
時
帰
易
談
議
家
一
議
記
を
資
料
と
し
て

i
i
a

プて 〈つ 区玉喜

部
達
夫
の
処
女
作
に
つ
い
て
:
-
J
J
・
-
:
:
:
:
:
:
:
:
・
伊
藤

!
ー
そ
の
主
題
と
万
法
を
め
ぐ
る
二
、
一
二
の
比
較
的
考
祭
1
1
4

虎
丸

宋
代
詩
論
に
及
ぼ
せ
る
禅
の
影
響
・
:
:
:
横
山
伊
勢
雄

現
代
北
京
語
正
お
け
る
可
能
を
表
す
補
一
誌
に
つ
い
て
;
牛
島
徳
次

一一一七一四一一。f'._ 寸三 一一-t::; 二ご.
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第
一
九
号
〈
一
九
六

O
年
六
月
)

易
卦
交
辞
象
象
伝
成
立
に
就
て
の
一
卑
見
:
:
:
:
・
:
:
:
内
野
熊
一
郎

我
田
古
伝
写
本
論
語
に
お
け
る

中
原
・
清
原
二
家
学
の
究
明
:
J
J
・-
-
-
J
J
・
-
:
新
叫
安
保
秀

漢
碑
の
文
字
学
的
研
究
序
説
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
・
:
:
:
青
木
木
菟
哉

王
粥
易
注
の
体
裁
と
そ
の
形
而
上
学
的
意
義
:
:
:
:
:
:
藤
原
高
男

昭
和
三
十
四
年
度
に
お
け
る

漢
文
教
育
研
究
会
の
動
向
・•• 

志
賀

第
二

O
号
(
一
九
六
一
年
六
月
)

総
書
に
お
け
る
地
理
的
世
界
観
の
考
察
・•••••••••• 

・・・・:・安居

i
i特
に
大
九
州
説
に
つ
い
て

l
!

段
嘘
ト
辞
「
限
装
」
研
究
:
-
J
J
・-
-
j
i
-
-
:
-
J
J
・
-
青
木
木
菟
哉

孫
登
老
子
注
考
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
-
J
J
・
-
:
・
:
:
:
:
:
:
藤
原
高
男

宋
詩
論
に
み
る
「
平
淡
の
体
」
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
・
:
:
横
山
伊
勢
雄

有
紀
年
漢
簡
資
料
年
表
:
:
:
:
:
:
:
・
:
:
:
:
:
:
問
中
有

五

徳

相

生

説

の

帝

王

系

譜

に

つ

い

て

:

・

高

橋

均

第
二
一
号
(
一
九
六
二
年
五
月
)

中
世
の
神
仏
習
合
と
識
緯
思
想
の
役
割
・•••••••••• 

・・・・・・:岩佐

i
!日
本
陰
陽
道
史
の
一
齢
と
し
て
l
l
i

慎
到
の
思
想
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
緒
形

i
i春
秋
及
び
戦
国
初
期
に
お
け
る
事
ズ
閣
の
地
域
的
思
想
綴
向
(
一
)
!
ー

寅: 一
朗

番
III 

暢
夫

史
記
正
義
伏
文
拾
轄
の
意
義
:
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
-
:
:
:
清
水

1
1史
記
正
総
研
究
の
前
段
階
と
し
て

i
1

史
記
平
準
警
の
考
察
-

iim旬
潟
遂
の
武
帝
時
代
に
対
す
る
批
判
に
つ
い
て
1
1
1

-
ゃ
村

ブu 一一 三三乙

第
二
ニ
号
(
一
九
六
三
年
五
月
)

李
白
詩
の
伝
承
に
関
す
る
一
考
察
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
鈴
木
修
次

以
字
の
研
究
・
-
-
-
-
-
-
e

・・・•••••••••••••••••••••••••••••• 

-
-
-
-
-
-
a

青
木
木
菟
哉

輩
仲
釘
の
対
策
年
代
に
つ
い
て
の
一
考
:
:
:
:
j
i
-
-
:
金

子

彰

男

王

褒

の

生

卒

年

に

つ

い

て

口

勝

プし一一一一九一一一一一一
四
一E凶

第
二
一
ニ
号
(
一
九
六
四
年
六
月
〉

史
記
存
疑
札
記
:
:
:
:
・
j

i

-

-

:

:

:

:

牛
島

戦
国
策
諾
策
に
お
け
る
紀
年
の
問
題
・
:
:
:
-
J
J
・
-
:
緒
形

孟
子
の
「
氏
本
説
」
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
高
橋

六
朝
説
話
に
つ
い
て
の
一
考
察
:
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
高
橋

「
史
記
索
穏
」
に
お
け
る
劉
伯
荘
「
史
記
音
義
」

の
投
影
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
青
木

「
写
情
小
説
慢
海
」
に
お
け
る
写
実
法
に
つ
い
て
・
:
宮
内

第
二
四
号
(
一
九
六
五
年
六
月
)

老
子
の
「
正
」
と
「
反
」
に
つ
い
て
:
:
:
:
・
:
:
:
:
:
:
小
林

名
分
論
よ
り
見
た
る
春
秩
三
官
の
特
色
・
:
:
・
:
・
・
・
・
・
・
:
・
・
鎌
田

盤
古
説
話
と
記
紀
神
話
・
.

嘉
弘

11場徳
稔均夫次

五
保郎

轄信
雄正明 栄

ヨ三立話 ブし ここニ ーーー三三 ヨヨL ヨ三 一一
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孟
浩
然
論
，••••••.•.•..•..•......•.• 

・・・・・・・・;・•••.• 

，
 

•••• 

・
・
・
鈴
木

i
i
王
国
間
齢
・
王
線
・
李
白
と
の
関
遂
に
お
い
て
i
l

梅
発
症
の
詩
論
・..•••.•...•.•••••••...••••••••••.••••••• 

・
・
・
・
横
山
伊
勢
雄

丘

逢

甲

の

詩

に

つ

い

て

:

:

:

常

安

i
ー
そ
の
時
背
中
に
関
す
る
詩
i
i

第
二
五
号
ハ
一
九
六
六
年
六
月
)

諸
橋
轍
次
先
生
文
化
勲
章
受
賞
祝
賀
会
挨
拶
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
・
・
:
一

鈴
木
松
塘
の
詩
論
と
亥
枚
:
:
・
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
松

下

忠

穴

懐
風
漢
の
対
話
に
つ
い
て
:
:
:
:
j
i
-
-
:
-
j
i
-
-
-
:
:
菅

野

礼

行

三

茅
躍
の
作
家
と
し
て
の
出
発
点
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
・
平
松
辰
雄

g

「
王
毘
維
の
文
学
」
試
論

:
:
:
j
i
-
-
:
:
・j
i
-
-
-
:
:
宮

内

保

五

ニ

王
充
の
典
籍
批
判
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
:
:
:
大
久
保
陸
部
奈

第
二
六
号
(
一
九
六
七
年
六
月
)

際
師
道
の
詩
と
詩
論
:
:
j
i
-
-
:
:
:
・
:
:
:
:
:
・
横
山
伊
勢
雄

「
読
盛
子
」
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
・
:
:
高
橋
均

王
充
の
初
期
思
想
初
探
・•••••.••••••••.••••••••••••••• 

・
・
・
・
・
大
久
保
隆
郎

魯
迅
と
大
衆
一
語
論
争
:
・
:
:
-
J
J
・-:・
:
:
j
i
-
-
-
:
:
松
尾
諮
問
弘

掘
飛
卿
詞
に
つ
い
て
の
一
分
析
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
柏

木

利

博

第
二
七
号
(
一
九
六
八
年
六
月
)

何
A
K
の
詩
に
つ
い
て
:
:
-
J
J
・-
:
:
J
J
・
-
・
:
:
:
:
鈴
木

唐
代
小
説
離
魂
記
考
:
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
・
内
山

修
次

知修
也次

ブし

「
九
日
後
戟
」
に
つ
い
て

:
:
;
:
:
:
:
j
i
-
-
:
・
:
:
:
:
菅
野

詩
経
の
伝
承
に
つ
い
て
の
考
察
:
-
j
i
-
-
:
j
i
-
-
-
:
:
巨
勢

渚
末
文
学
に
み
る
「
構
」
の
解
放
:
:
:
:
:
・
j
i
-
-
:
:
・
宮
内

l
i
箆
自
珍
に
お
け
る
「
重
心
」
の
場
合
i
i

一品一一一六八

第
二
八
号
ハ
一
九
六
九
年
九
月
)

王

間

関

間

関

の

自

得

に

つ

い

て

・

:

:

:

志

賀

一

朗

論
語
に
見
え
る
「
君
子
」
に
つ
い
て
:
j
i
-
-
:
:
:
:
・

:

高

橋

均

陸
瀞
の
詩
に
お
け
る
「
横
激
」
と
「
関
適
」

:
j
i
-
-
:
横
山
伊
勢
雄

飽
照
の
詩
風
:
・
:
:
j
i
-
-
:
:
:

成
美

康

信

の

詩

と

「

挑

花

源

」

:

・

:

:

勝

1
i
擬
詠
出
税
務
に
お
け
る
受
失
感
1
1

?召
口

毛
沢
東
思
想
に
お
け
る
「
群
衆
」
の
考
察
:
:
:
:
i
・e
・
-
松
尾

人
民
文
学
の
原
点
・•••••••••••••••••••••••••••••. 

-
-
-
-
-
-
-
-
e

・
・
前
回

1
i
毛
沢
東
「
在
延
安
文
芸
座
談
会
上
的
総
怒
」
の
年
代
史
的
研
究
l
i

一一ハ一一一一一
四
八

五叫ん

第
二
九
号
(
一
九
七

O
年
九
月
)

啓

子

の

性

論

に

つ

い

て

:

:

・

:

:

:

:

中

村

「
管
子
」
に
見
え
る
法
家
思
想
の
特
徴
に
つ
い
て
:
:
:
児
玉

「
大
農
進
」
下
の
中
国
に
お
け
る

文
芸
創
作
方
法
に
関
す
る
一
考
察
:
:
:
J
J
・
-
:
:
前
田

康
信
「
郷
関
の
患
」
に
つ
い
て
・
:
:
:
:
・
:
:
j
i
-
-
:
:
・
高
木

「
関
情
賦
」
の
材
源
に
つ
い
て
・
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
・
桜
田

ネし
保進行

利善
昭弘

ヨ三 位当二二
フ守 主三 ;Tt.. 一一一一一一一一一一一一一

四一
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第
一
ニ

O
号
(
一
九
七
一
年
六
月
)

論
語
義
疏
皇
侃
序
札
記
:
:
・
j
i
-
-
:
:
:
:
:
j
e
-
-
高
橋

孟
・
荷
二
子
の
天
論
に
つ
い
て
:
:
:
:
;
:
:
:
:
:
:
:
・
:
中
村

1

1捻
・
府
内
の
a
M
W

位
継
放
に
関
す
る
鋭
を
中
心
と
し
て

1

i

「
荘
子
」
に
見
ら
れ
る
名
家
の
思
想
に
つ
い
て
:
:
:
:
・
堀
池

「
清
議
報
」
登
載
の
「
佳
人
奇
遇
」
に
つ
い
て
・
:
:
:
:
許

i
l特
に
そ
の
訳
者
1
1

櫛
宗
一
克
l
ー
そ
の
左
巡
の
中
の
文
学
:
:
:
:

本

第
三
一
号
(
一
九
七
二
年
六
月
)

杜
甫
の
詩
に
お
け
る
「
乱
」
「
敬
」
「
危
」
・
-
j
i
-
-
-
:
:
鈴
木

中
原
音
韻
に
お
け
る
「
荘
」
な
ど
の

合
口
音
に
つ
い
て
・
:
:
・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
望
月
真
澄

蘇
献
の
政
治
批
判
に
つ
い
て
j
i
-
-
:
:
:
:
e
i
-
-
:
:
:
:
横
山
伊
勢
雄

李
白
と
組
問
:
:
j
i
-
-
-
J
J
・
-
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
向
嶋
成
美

曹
楠
「
雑
詩
六
首
」
論
考
:
:
:
:
:
・
・
:
-
-
J
J
・
-
・
:
後
藤
秋
正

「
荘
子
」
の
思
想
と
郭
象
の
思
想
:
j
i
-
-
:
:
:
:
・
:
:
堀
池
信
夫

中
国
語
ハ
普
通
話
)
に
お
け
る

若
干
の
変
調
規
則
に
つ
い
て
:
j
i
-
-
;
:
:
:
:
:
樋
口

第
三
二
号
〈
一
九
七
三
年
六
月
〉

湛
甘
泉
に
お
け
る
「
勿
忘
勿
助
」
:
・
:
・
:
j
i
-
-
:
:
:
:
志
賀
一
朗

後
漢
礼
教
主
義
の
一
側
面
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
大
久
保
隆
郎

i
i
「
論
衡
」
明
白
俗
批
判
の
分
析

l
i

{~ 
也均

一一一{口↑ぺ

，rq
i

ニ〆

ん
3
1
-士
「
¥

ポ
ハ
円

J
V
e

修
次 準立青

J、、 、一一

陶
淵
明
「
人
生
似
幻
化
、
終
当
帰
空
無
」
に
つ
い
て
・
:
鈴
木
修
次

蘇
献
の
「
南
行
集
」
の
詩
に
つ
い
て
:
:
:
:
j
i
-
-
-
:
:
横
山
伊
勢
雄

J
佐
官
戸
川
の
一
側
面
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
J
J
・
-
:
:
:
:
:
樋
口
靖

中
国
諮
の

H

抱
υ

字
句
に
関
す
る
諸
問
題
:
j
i
-
-
:
・
:
相
原
茂

;11.. :I三ζ

第
三
三
号
〈
一
九
七
四
年
六
月
)

「
民
之
於
仁
〈
街
霊
公
〉
」
解
・
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
・
:
:
:
:
松
尾

『
公
羊
伝
』
の
弱
者
観
:
:
:
J
J
・
-
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
中
村

1
1宋
の
姿
公
に
つ
い
て

l
l

『
石
林
先
生
尚
書
伝
』
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
堀
池
信
夫

十
全
大
会
前
後
に
お
け
る
孔
子
批
判
論
文
J
i
-
-
:
:
:
:
越
川
恵
子

浜
口
富
士
雄

E
凶

俊善
也弘

一一六
四

(

)

五
二

六一一一

第
三
四
号
(
一
九
七
五
年
六
月
〉

詩
人
に
お
け
る
「
狂
」
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
横
山
伊
勢
雄

1
1
1
蘇
較
の
場
合
1
1
1

何
遜
の
「
m
制
作
百
一
体
」
の
詩
に
つ
い
て
:
-
J
J
・
-
:
沼
口
勝

司
壊
風
藻
』
の
詩
鼠
の
変
遷
・
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
山
野
清
二
郎

i
l
l
藤
原
氏
の
詩
か
ら
日
比
て
1
1
1

劉
現
詩
小
論
・
・
・
・

!
i
a
「
答
箆
惑
」
詩
を
や
心
と
し
て

i
i

寸コ
ノ、

-
・
・
後
藤

主:k.
正

区三 一一

第
三
五
号
(
一
九
七
六
年
七
月
〉

顔
延
之
論
・

1
1
1
伝
籍
受
容
の
顔
延
之
的
意
味
に
つ
い
て
l
l
l

•.•••.•••• 

・
大
上

正
美

ブ1.. 寸コ1 16 
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晩
年
の
江
総
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
:
-
J
J
・-
e
:
:
:
:
:
安
藤

!
i
Z日
辺
見
切
池
」
を
手
が
か
り
に

i
s

銭
起
小
論
・
・
・
・
・
・.•.•.••••.•••.•••••••..•.••..•••..•.•.•• 

・
・
・
・
・
田
部
井
文
雄

lii産
問
渓
雑
詠
を
中
心
と
し
て

i
l

李
卓
吾
l
l前
向
性
の
文
学

構
造
助
詞
E

号
=
の
省
略
可
能
性
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
相
原

i
l
i
H口
出
口

mHMPσ
一
の
匂

O
M
5
2出
F
C
ロ
i
l
i

第
三
六
号
(
一
九
七
七
年
六
月
〉

両
漢
に
於
け
る
「
獲
麟
」
解
釈
に
就
い
て
:
:
:
:
:
:
:
・
間
嶋

石
祖
彼
の
「
明
道
致
用
」
に
つ
い
て
:
:
:
:
j
i
-
-
・
:
:
功
刀

1

1窓
子
(
遊
学
〉
源
流
の
一
弘
考
と
し
て
の

i
l

況
籍
詠
懐
詩
試
論
:
:
:
:
-
J
J
・
-
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
大
上

1
1表
現
椛
迭
に
見
る
符
人
の
敗
北
性
に
つ
い
て

i
l

-
安
藤

顔
之
推
の
文
学
・
・
・
・•••• 

1

1
「
鋭
校
生
賦
」
を
中
心
に

i
l

中
国
の
孔
子
批
判
に
関
す
る
諸
問
題
・•••••.•••• 

・・・・・・・・・・吉原

第
三
七
号
〈
一
九
七
八
年
六
月
)

湛
甘
泉
の
「
大
科
訓
規
」
に
つ
い
て
:
:
・
志
賀

悦
子
昂
の
詩
ー
ー
そ
の
申
告
吉
一
特
色
に
つ
い
て

i
j
:
:
:
:
加
藤

高
啓
の
古
楽
府
と
そ
の
周
辺
・
・
・
・
・
ゐ
・
・
・
・
・••••••••••• 

，・・・・・・・中山

「
清
猿
」
考

i
E
Z叫
刊
に
お
け
る
川
例
を
め
ぐ
っ
て
l

-

・
菅
野

信
広

潤
正一

正
美

信
広

英
夫

一
朗」政至

礼
行 茂肇

ヨ三

第
三
八
号
(
一
九
八

O
年
六
月
)

巻
頭
言
あ
ら
た
な
る
い
で
立
ち
に
あ
た
ワ
て
:
・
:
:
:
加
賀
栄
治

王
充
『
論
衡
』
の
思
想
に
お
け
る
批
判
的
合
理
性
と
科
学
的
思
惟

と
の
関
連
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
題
に
つ
い
て
:
:
:
堀
池
信
夫

鄭
玄
に
至
る
司
馬
礼
』
解
釈
の
変
遷
に
つ
い
て
:
:
:
:
・
間
嶋
潤
一

張
九
齢
の
感
遊
詩
に
つ
い
て
:
j
i
-
-
:
:
:
・j
i
-
-
:
:
・

加

藤

敏

創
造
社
と
少
年
中
国
学
会
・
新
人
会
:
j
i
-
-
-
J
J
・
-
小
谷
一
郎

i
i
m
漢
の
文
学
及
び
文
学
筏
を
中
心
に
i
l
i

陶
淵
拐
の
詩
文
の
読
解
指
導
覚
え
書
き
・•••••••••• 

・・・・・・・上回

1
1
1
漢
文
学
習
に
お
け
る
読
解
と
表
現
を
め
ぐ
っ
て

!lt

座
談
会
「
漢
文
の
授
業
で
何
が
で
き
る
か
」
:
・

戸
川
芳
郎
田
部
井
文
雄
井
関
義
久
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三
八

一一
一一五二九四

一

武

五
七

立玉" -ーフて

佐
々
木
良
上
回
武

(
司
会
)
伊
藤
虎
丸

文
明
新
戯
運
動
の
前
段
階
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
・
白
井
啓
介

i

i
治
末
演
劇
改
革
運
動
の
限
界
と
影
響
力

l
l

中
国
語
動
認
の
特
異
性
と
普
通
性
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
柏
原
茂

l

i
一
見
相
反
す
る
意
味
を
も
っ
動
拐
を
例
と
し
て
i
i
i

第
三
九
号
ハ
一
九
八
一
年
六
月
)

符
府
内
の
山
と
彰
街
・
鴻
一
異
な
ど
:
:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
川

上

義

三

i
l発
族
の
践
を
た
ず
ね
て

i
i

「
擬
話
本
」
中
の
韻
文
に
つ
い
て
・
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
小

松

建

男

江
戸
時
代
の
漢
語
法
書
に
み
ら
れ
る

「
活
字
・
死
字
」
に
つ
い
て
・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
留
金
海
二
ニ
八

〔
座
談
会
〕
漢
文
教
育
の
現
場
か
ら
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
;
:
:
j
j
i
-
-
:
:
士一八

i
j昭
和
手
七
年
度
改
む
を
前
に
し
て

1
1

1 

;JL 
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謡
口
明
加
藤
章
金
子
彰
男

〔
資
料
〕
「
昭
和
五
五
年
度

高
等
学
校
教
育
開
発
指
導
資
料
集
(
国
語
〉
」
〈
抜
粋
)

(
東
京
都
教
育
庁
指
導
部
編
)
:
:
:
八
ニ

野
地
安
伯

伊
藤
虎
丸

第
四

O
号
(
一
九
八
二
年
六
月
)

隙
祥
道
の
『
論
語
全
解
』
に
関
す
る
一
考
察
:
-
j
i
-
-
高
橋

徐
被
郷
の
「
楽
府
」
に
つ
い
て
:
:
・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
鷲
野

山
・
一
ニ
ク
ー
デ
タ
ー
前
後
に
お
け
る

第
三
期
創
造
社
同
人
の
動
向
・•••••••••.•••••••••• 

・・・小谷

王
統
照
の
「
山
南
」
に
つ
い
て
:
:
:
・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
広
野

座
談
会
「
こ
れ
か
ら
の
漢
文
教
育
」
:

鎌

田

正

大

木

春

基

月

洞

譲

加

賀

栄

治

伊

藤

虎

丸

松
村
英
夫

資
料
紹
介
『
台
湾
日
日
新
報
』
所
載

章
納
麟
論
文
に
つ
い
て
:
:
:
:
J
J
・
-
:
:
:
:
:
:
阿
川

第
四
一
号
ハ
一
九
八
三
年
六
月
〉

鮒
魚
の
山
と
糠
漬
・
毘
吾
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
・
:
川
上
義
三

『
春
秋
事
一
訪
問
』
と
戦
国
策
士
-
-
J
J
・
-
:
:
:
:
:
J
J
・
-
高
橋
均

苦
吟
派
の
詩

i
i京
郊
試
論

l
l
-
-
J
J
・
-
j
e
-
-
:
:
:
:
・
横
山
伊
勢
雄

王
統
照
第
一
短
縞
集
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
:
:
:
:
・
:
:
:
広
野
行
雄

教
育
課
程
の
改
訂
と
漢
文
の
授
業
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
・

上

田

武

1
1
1
陶
淵
間
引
の
詩
文
の
読
解
指
導
党
え
怒
き
・
絞
ill

正明
明郎

行一
雄虫j:5

修

「
項
王
笑
日
、
『
天
之
亡
我
、
設
何
渡
為
ど

な
ど
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
:
・
:
:
:
:
j
i
-
-
:
吉
原

ニ
間

四
ニ

五
六

第
四
二
号
(
一
九
八
四
年
六
月
)

鄭
玄
の
「
自
若
稽
古
帝
亮
」
解
釈
を
め
ぐ
る
問
題
と

『
周
礼
』
国
家
:
:
:
:
:
:
:
:
:
・
:
:
:
j
i
-
-
-
:
:
間
嶋
潤
一

玩
籍
の
「
首
陽
山
賦
ー
一
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
・

沼

口

勝

社
子
春
伝
ー
ー
そ
の
成
像
と
安
像
e
l
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
西

岡

晴

彦

隙
子
昂
の
詩
に
お
け
る
叙
景
の
特
色
を
め
ぐ
っ
て
:
:
:
加
藤
敏

西
昆
体
の
余
派
に
つ
い
て
・

:
:
:
:
:
J
i
・e
・
-
:
:
:
:
:
:
高
橋
明
郎

『
和
漢
朗
詠
集
』
中
の
日
本
漢
詩
に
つ
い
て
・
:
:
J
i
-
-
山
野
清
二
郎

漢
籍
・
読
書
・
漢
文
考
:
:
:
j
i
-
-
:
:
・
千
原
勝
美

/¥_ 

第
四
三
号
(
一
九
八
五
年
六
月
)

仲
長
統
に
つ
い
て
:
:

忠
和
と
豆
荷
主

1

2
雪
「
一
塁
ぎ
を
例
と
し
て
l
l

陶
淵
明
「
始
作
鎮
軍
参
軍
、
経
由
阿
作
」
詩

に
つ
い
て
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-

田

庚
信
「
思
侶
銘
」
に
つ
い
て
:
:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
:
:
中
野

再
論
社
子
春
伝
:
;
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
-
j
a
-
-
e
内
山

李
賀
と
時
間
・
‘
‘
.
‘••••••••••••••••.••••••••••••••••••• 

・・・・・・・河田

梁
啓
超
に
お
け
る
啓
蒙
思
想
の
理
念
・•••••••••• 

-
-
-
-
-
-
e

・・・佐藤

iー
そ
の
形
成
'ζ

問
題

i
i

一六一一一一一一三六一一一

-
堀
池
・
沼
口

英
夫

-{コ
ヨ三一一一一

ニ
五一一元五一六五八

O
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第
四
四
号
ハ
一
九
八
六
年
六
月
〉

『
詩
経
』
園
風
七
月
に
お
け
る
「
場
」
の

意
味
に
つ
い
て
・
:
:
i
j
i
-
-
:
:
;

・
:
:
:
増
野

黄
節
『
玩
歩
兵
詠
懐
詩
注
補
編
』
補
遺
:
j
i
-
-
:
:
:
:
沼
口

沈
佳
期
の
生
活
と
文
学
:
:
:
・
:
:
:
j
e
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
高
木

李
娃
伝
の
評
価
i
ー
そ
の
父
絞
像
を
中
心
と
し
て
i
l
-
-
-
:
:
:
西
岡

李

賀

に

於

け

る

「

門

」

の

描

写

・

:

:

河

田

-

i
空
間
的
側
関
か
ら
の
考
笈

i
l

聡晴重 弘
美彦敏勝幸

草
加
弘

設
自
珍
論
ハ
二

i
i誇
を
中
心
と
し
て
i

-

J

J

・

-

:

:

中

村

七

一

〔
中
国
文
化
〕
総
自
次
(
創
刊
号
J
六
号
)
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
会

第
四
五
号
〈
一
九
八
七
年
六
月
)

『
詩
経
』
郡
風
三
篇
に
お
け
る
「
日
月
」
の

意
味
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
j
a
-
-
-
増

野

弘

幸

『
公
孫
竜
子
』
「
通
変
論
」
の
論
理
j
i
-
-
-
-
J
J
・
-
:
:
小
野
塚
相
三

郷
玄
の
祭
天
思
想
に
就
い
て
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
・
:
:
間
嶋
潤
一

1
1
2川
礼
』
悶
家
に
お
け
る
陽
丘
記
天
と
郊
天

i
i

江
流
「
数
庇
公
詩
」
に
つ
い
て
:
:

ー
ー
そ
の
時
代
と
文
傘
制
作
の
姿
勢
l
i

中
野

社
甫
の
「
登
高
」
詩
に
つ
い
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潟
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篇
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友
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収
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校
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て
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-
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西
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っ
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て
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嶋
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